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電線温度制約に基づく送電容量制約下に
おける太陽光蓄電池の運⽤計画
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Case 1 : 電流制約を⽤いた場合
Case 2 : 電線温度予測モデル

温室効果ガス排出量削減，エネルギー安定供給を⽬的として
太陽光発電 (PV発電) の⼤量導⼊が進められている[1].
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成果
• 電線温度予測モデルを導出し, 運⽤計画における有⽤性を評

価した
展望
• 今後は予測不確かさを考慮した EDC 計画の設計において本

予測モデルの有⽤性を明らかにする予定である．

電線温度モデル

系統連携

系統連携線を⽤いてより多くの電⼒融通を⾏うには電線温度
の厳密な評価が重要となる.

通常電線温度の評価に⽤いられる計算式は運⽤計画に⽤いる
ことができない. 
⽬的

従来法の電流制約と電線温度予測モデルを⽤いた場合の計画
外の実需要の変動に対する蓄電池の回復可能領域を評価する.

厳密式（CIGRE model）[3]
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電流値𝑖が⽀配的となる場合を仮定することで𝐾，𝑅の𝜃を𝑖の関
数として変形する ሾ4ሿ. [4]
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Fig. 3 Comparison between Line temp. prediction models
(a) Line current (b) Line temp.

Fig. 1 Grid connection system 

Fig. 6 Simulation results of EDC 
recovering

系統連系線の制約に電
線温度制約を⽤いること
によって蓄電池の回復可
能領域の拡⼤が確認され
る.

これは電線温度予測モ
デルによって過渡状態の
間電線電流制約を超えた
送電ができるためと考え
られる. 

何らかの事象によって計画から逸脱した場合に発電機の予
備⼒によって回復可能な領域をCase 1, Case 2で⽐較する

回復可能領域の⽐較

Fig. 4 Assumed system Fig.5 Demand and PV generation
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(A)アファイン近似を⽤いた電線温度モデル

予測モデルに温度制約𝜃௧ ൑ 𝜃୫ୟ୶, ∀𝑡
を設ければ，電線温度制約となる Fig. 2 Affine approximation
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𝐾ሺఏሻ，𝑅ሺఏሻが電線温度𝜃に依存する
ため, 厳密式は収束計算が必要
計画に直接⽤いることができない. 

電線温度制約を⽤いた系統制御を構築にするために厳密式か
ら電線温度予測モデルを導出する

予測式
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PV発電は不安定な出⼒特
性をもち，そのような系統
では連系線の積極的な利⽤
を考慮した蓄電池運⽤計画
によって従来より柔軟な運
⽤を⾏う必要がある．

電線温度変化式
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(B)LMI条件を⽤いた電線温度モデル
Shur の補題より電線温度予測制約をLMI条件によって表す. 

𝛼 ൌ
𝐵ଵ

2 𝐵ଶ

 

𝛽 ൌ 𝐵ଶ

𝑄 ൐ 0 ∶   𝑃 െ 𝑆𝑄ିଵ𝑆୘ ൒ 0 ⇔
𝑃 𝑆

𝑆୘ 𝑄 ൒ 0

Schur の補題
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上予測式から系統制御に⽤いることのできるモデルを導出す
る

4. 成果と展望

運⽤計画に適⽤可能な電線温度予測モデルを導出し，蓄電池
運⽤計画に対する有⽤性を評価する．

新たに電流の4次項が表れ
る.


